
　
９
月
定
例
会
で
は
、
平
成
13

年
度
の
一
般
会
計
及
び
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
を
賛
成
多
数
で
、
ま
た
、
そ

の
他
の
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
を
全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し

た
。

　
こ
の
決
算
認
定
は
、
会
期
初

日
の
９
月
２
日
に
市
長
か
ら
提

出
さ
れ
、
詳
細
説
明
後
、
代
表

監
査
委
員
の
審
査
結
果
報
告
が

あ
り
、
総
務
、
建
設
、
厚
生
、
文

教
経
済
の
各
常
任
委
員
会
に
そ

れ
ぞ
れ
付
託
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
で
は
、
17
日

か
ら
４
日
間
に
わ
た
り
慎
重
な

審
査
を
行
い
、
９
月
30
日
の
本

会
議
に
お
い
て
各
常
任
委
員
長

か
ら
審
査
経
過
並
び
に
結
果
に

つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
討
論
・
採
決
を
行
い
、
各

会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　
平
成
13
年
度
一
般
会
計
決
算

に
よ
り
ま
す
と
、
歳
入
総
額
は

３
４
０
億

４
’

４
９
３
万
４

’
９
９
２
円

歳
出
総
額
は

３
２
５
億

６
’

２
７
７
万
９

’
９
５
０
円

差
し
引
き

14
億

８
’

２
１
５
万
５

’
０
４
２
円

が
平
成
14
年
度
に
繰
り
越
さ
れ

ま
し
た
。

　
水
道
事
業
会
計
の
決
算
に
つ

い
て
は
、
収
益
的
収
入

26
億

　
　
１

’
３
２
７
万
９
８
４
円

収
益
的
支
出

24
億

５
’

４
７
６
万
４

’
６
２
４
円

資
本
的
収
入

７
億
２

’
０
１
２
万
２
０
０
円

資
本
的
支
出

　
　
13
億
２
９
６
万
９
２
４
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
と
し

て
「
奨
学
金
制
度
の
拡
充
を
求

め
る
意
見
書
」
、「
北
朝
鮮
に
よ

る
日
本
人
拉
致
事
件
の
早
期
解

決
を
求
め
る
意
見
書
」
が
提
出

さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
（
要
旨
は
３
頁
参
照
）
。

　
そ
の
他
の
議
案
で
は
、
財
産

の
取
得
（
消
防
緊
急
通
信
指
令

装
置
発
信
地
表
示
シ
ス
テ
ム
）

に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可

決
（
９
月
９
日
先
議
）
し
、
国

民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
及
び
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
、

他
は
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
陳
情
に
つ
い
て
、
『
違

法
「
捨
て
看
板
」
の
即
日
撤
去

を
求
め
る
陳
情
』
に
つ
い
て
は

趣
旨
採
択
、
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
「
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
」
運
行
の
ル
ー

ト
変
更
に
関
す
る
陳
情
』
は
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
議
会
で
提
案
さ
れ
た
主
な

議
案
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
（
９
月
９
日
承
認
）

　
法
人
市
民
税
関
係
の
連
結
納

税
制
度
の
創
設
に
伴
う
所
要
規

定
の
整
備
。

◎
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
消
防
法
、
消
防
法
施
行
令
の

一
部
改
正
及
び
省
令
・
基
準
の

制
定
に
伴
う
規
定
の
整
備
。

①
罰
金
の
額
の
改
正

　
20
万
以
下
を
30
万
以
下
に
。

②
構
造
基
準
の
種
類
項
目
等
の

　
改
正
。

◎
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

　
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
伴
う
改
正
で
、
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
平
成
14
年
10
月
１
日
施
行

　
・
３
歳
未
満
児
の
一
部
負
担

　
　
金
の
割
合
　
３
割
↓
２
割

　
・
70
歳
以
上
の
者
の
一
部
負

　
　
担
金
割
合
（
新
規
） 

１
割

　
・
70
歳
以
上
の
上
位
所
得
者

　
　
の
一
部
負
担
金
の
割
合

　  

（
新
規
）
　
　
　
　  

２
割

②
平
成
15
年
４
月
１
日
施
行

　
・
退
職
被
保
険
者
（
本
人
）
　

　
　
の
一
部
負
担
金
割
合

　
　
　
　
　 

　   

２
割
↓
３
割

　
・
退
職
被
保
険
者
の
被
扶
養

　
　
者
（
入
院
）
の
一
部
負
担

　
　
金
割
合
　
　
２
割
↓
３
割

◎
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
伴
う
改
正
で
、
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
（
平
成
15
年
度

以
後
適
用
）。

①
給
与
所
得
特
別
控
除
（
最
高

２
万
円
）
及
び
公
的
年
金
等
特

別
控
除
（
17
万
円
）
を
廃
止
。

②
青
色
事
業
専
従
者
給
与
等
控

除
及
び
長
期
譲
渡
所
得
の
特
別

控
除
を
適
用
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

①
人
事
給
与
シ
ス
テ
ム
変
更
委

託
料
の
増
。
　

②
65
歳
以
上
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
　

（
Ｂ
型
、
Ｃ
型
）
検
診
委
託
料

議
員
提
出
議
案
２
件
も
可
決

9月定例会

平
成
13
年
度

平
成
13
年
度

各
会
計
決
算
を
認
定

各
会
計
決
算
を
認
定

　
9
月
定
例
会
の
議
案
を
慎
重
審
議
（
左
上
は
神
谷
議
長
）

の
増
。

③
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

支
援
補
助
金
の
新
規
計
上
。

④
道
路
施
設
緊
急
修
繕
の
増
。

⑤
給
食
調
理
場
施
設
整
備
基
本

調
査
業
務
委
託
料
の
新
規
計
上
。

⑥
新
曽
中
学
校
外
構
工
事
請
負

費
の
新
規
計
上
。

◎
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
補
正
予
算

　
平
成
13
年
度
決
算
に
基
づ
く

消
費
税
の
納
付
金
。

◎
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予

　
算

①
健
康
保
険
法
等
の
改
正
に
伴

う
事
務
処
理
費
の
増
。

②
県
負
担
金
の
返
還
金
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

　
算

①
介
護
給
付
費
負
担
金
国
庫
、

県
支
出
金
返
還
。

②
支
払
基
金
交
付
金
返
還
金
。

　
今
定
例
会
で
は
、
議
員
提

出
議
案
と
し
て
２
件
の
意
見

書
が
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を

掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
意
見

書
は
、
関
係
機
関
に
送
付
し

ま
し
た
。

奨
学
金
制
度
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書

　
長
引
く
不
況
で
、
所
得
の

喪
失
や
大
幅
減
少
を
強
い
ら

れ
て
い
る
世
帯
が
多
く
発
生

し
て
お
り
、
高
校
の
中
退
や

大
学
へ
の
進
学
を
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
が
、
高

水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
公

的
奨
学
金
制
度
は
充
実
し
て

き
て
は
い
る
が
、
他
国
と
比

べ
る
と
、
ま
だ
ま
だ
遅
れ
て

い
る
こ
と
を
認
識
し
、
以
下

の
施
策
の
早
期
実
現
を
図
る
べ

き
で
あ
る
。

１
　

大
学
、
短
大
、
専
門
学
校

　
生
等
へ
の
奨
学
金
制
度
の
抜

　
本
拡
充
。

２
　
高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学

　
資
金
を
、
奨
学
金
の
対
象
と

　
す
る
制
度
の
創
設
。

３
　
海
外
留
学
希
望
者
へ
の
奨

　
学
金
の
創
設
。

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人

拉
致
事
件
の
早
期
解
決

を
求
め
る
意
見
書

　
９
月
17
日
、
小
泉
首
相
と
北

朝
鮮
の
金
総
書
記
と
の
初
の
首

脳
会
談
が
行
わ
れ
、
国
交
正
常

化
へ
の
交
渉
再
開
が
合
意
さ
れ

た
が
、
日
本
人
拉
致
問
題
に
つ

い
て
、
北
朝
鮮
の
関
与
を
認
め
、

謝
罪
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
示

さ
れ
た
拉
致
被
害
者
の
情
報

は
、
被
害
者
家
族
の
心
中
を

察
す
る
に
痛
恨
の
極
み
で
あ

っ
た
。

　
ま
た
、
死
亡
し
た
と
さ
れ

た
方
の
状
況
報
告
は
不
明
確

で
、
北
朝
鮮
へ
の
不
信
感
を

増
幅
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
拉
致
と
い
う
行
為
は
、
基

本
的
人
権
の
侵
害
だ
け
で
な

く
、
我
が
国
の
主
権
を
も
侵

害
す
る
犯
罪
で
、
人
道
上
、

国
際
法
上
、
絶
対
に
許
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
。

　
よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
、

国
交
正
常
化
交
渉
前
に
、
安

否
情
報
の
確
認
、
被
害
者
の

死
亡
に
至
る
経
緯
、
被
害
者

家
族
へ
の
補
償
や
支
援
、
他

の
拉
致
の
解
明
等
、
全
力
で

拉
致
事
件
の
全
容
を
早
期
に

解
明
し
、
国
民
に
そ
の
真
相

等
を
知
ら
せ
る
こ
と
を
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

意
見
書
を
提
出

意
見
書
を
提
出

　
本
会
議
の
最
終
日
、
市
長
か

ら
提
出
さ
れ
た
議
案
に
対
し
て
、

討
論
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
要
旨

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

日
本
共
産
党

�

庄
司
　
　
慎
　
議
員

　
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
国

の
負
担
義
務
も
明
確
化
さ
れ
て

い
る
が
、
国
庫
負
担
金
を
医
療

費
ベ
ー
ス
で
45
％
補
助
か
ら
40

％
未
満
に
減
額
し
て
き
て
お
り

ま
す
。

　
自
治
体
と
被
保
険
者
の
負
担

を
増
や
し
て
、
国
の
責
任
の
縮

小
を
図
っ
て
き
て
い
る
と
言
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
10
月
１
日
か
ら
は
、
70
歳
以

上
の
人
が
病
院
に
か
か
っ
た
時

の
窓
口
負
担
は
、
一
割
負
担
が

徹
底
さ
れ
ま
す
し
、
老
人
保
健

の
適
用
年
齢
が
75
歳
に
引
き
上

げ
ら
れ
、
定
額
負
担
か
ら
定
率

負
担
に
改
悪
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
条
例
の
改
正
は
、
市
民
の

命
と
健
康
を
守
る
べ
き
医
療
制

度
の
大
き
な
後
退
を
招
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

平
　
成
　
会

�

平
野
　
　
進
　
議
員

　
今
回
の
条
例
改
正
で
、
70
歳

以
上
の
方
は
所
得
に
応
じ
、
１

割
ま
た
は
２
割
の
自
己
負
担
と

な
り
、
退
職
被
保
険
者
は
２
割

か
ら
３
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
急
速
な
高
齢
化
等
に
よ
る
医

療
費
の
増
大
に
よ
り
、
医
療
保

険
財
政
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る

中
で
、
今
後
と
も
国
民
が
安
心

し
て
良
質
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
理

す
る
た
め
に
は
、
医
療
保
険
制

度
を
将
来
に
わ
た
り
、
持
続
可

能
で
安
心
的
な
も
の
に
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
被
用
者
保
険
と
国
保
と
の
間

の
給
付
の
一
元
化
が
図
れ
、
ま

た
、
国
保
の
基
盤
を
強
化
す
る

た
め
に
は
、
制
度
間
、
保
険
者

間
で
の
負
担
の
公
平
を
図
る
方

向
性
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回

の
改
正
は
妥
当
と
思
わ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

日
本
共
産
党

�

庄
司
　
　
慎
　
議
員

　
今
回
の
条
例
改
正
は
、
増
税

に
な
る
市
民
に
は
納
得
の
い
く

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
保
加
入
者
は
、
中
小
零
細

企
業
で
働
く
労
働
者
の
加
入
も

多
く
、
本
来
な
ら
ば
政
府
管
掌

健
康
保
険
に
加
入
す
べ
き
人
た

ち
で
す
が
、
加
入
で
き
ず
に
国

保
に
入
っ
て
い
る
人
が
多
く
、

長
引
く
不
況
の
中
、
リ
ス
ト
ラ
、

失
業
に
追
い
込
ま
れ
た
り
、
生

活
苦
に
お
か
れ
て
い
る
方
々
が

多
い
こ
と
か
ら
も
、
低
所
得
者

に
負
担
を
負
わ
せ
る
こ
と
、
ま

た
、
限
ら
れ
た
年
金
で
暮
ら
し

て
い
る
方
々
に
と
っ
て
も
負
担

が
重
く
の
し
か
か
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。平

　
成
　
会

�

平
野
　
　
進
　
議
員

　
今
回
の
条
例
改
正
の
目
的
は
、

国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
正
に

お
い
て
、
保
険
料
の
算
定
方
法

の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
保
険
税
に
つ
い
て
も
同

様
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
所
得
割
額

の
算
定
の
際
の
、
所
得
控
除
を

見
直
し
、
個
人
住
民
税
等
と
整

合
的
な
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、

被
保
険
者
間
の
一
層
の
公
平
化

を
図
り
、
被
保
険
者
に
理
解
さ

れ
や
す
い
体
系
に
改
め
る
こ
と

が
目
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

回
の
改
正
は
妥
当
と
思
わ
れ
ま

す
。

反対

反対 賛成

賛成

討

論

...


